
組
合
員
に
よ
る
抜
根
事
業

園
地
更
新
の
歴
史
は
抜
根
の
歴
史
で

も
あ
り
、
試
行
錯
誤
を
し
て
は
時
代
に

合
っ
た
や
り
方
を
模
索
し
て
き
た
。
昭

和
41
年
か
ら
園
地
更
新
を
推
し
進
め
て

き
た
当
時
の
当
Ｊ
Ａ
石
岡
昭
弘
参
事

が
、
昭
和
50
年
代
後
半
、
新
規
就
農
を

し
て
ユ
ン
ボ
を
所
有
し
て
い
た
成
田
光

生
さ
ん
に
「
品
種
更
新
事
業
に
抜
根
が

必
要
だ
が
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
声
を

か
け
た
こ
と
か
ら
、
組
合
員
に
よ
る
抜

根
事
業
が
始
ま
っ
た
。

本
特
集
で
、
そ
の
40
数
年
の
歴
史
を

見
て
い
き
た
い
。

品
種
更
新
事
業
の
背
景

明
治
の
末
、
主
要
品
種
は
国
光
（
こ
っ

相
馬
村
り
ん
ご
品
種
更
新

推
進
協
議
会
発
足

昭
和
41
年
２
月
、
村
、
農
協
が
主
体

に
な
り
、
指
導
機
関
、
関
係
組
織
を
網

羅
し
、
協
議
会
を
設
立
し
た
。
経
済
的

に
有
利
、
且
つ
合
理
的
な
品
種
構
成
の

促
進
を
計
り
、
相
馬
村
り
ん
ご
産
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

国
光
・
紅
玉
か
ら
、
ふ
じ
・
ス
タ
ー
キ

ン
グ
・
王
林
・
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
と
、

新
品
種
に
更
新
し
た
。

ま
た
、
計
画
を
具
現
化
し
普
及
す
る

た
め
の
協
議
会
活
動
を
補
完
す
る
目
的

で
、
実
践
団
体
と
し
て
「
り
ん
ご
愛
好

会
」
が
３
年
半
後
に
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
44
〜
45
年
は
、
農
協
通
常
総
会

の
会
場
（
相
馬
中
学
校
体
育
館
）
の
裏

側
で
芽
つ
ぎ
用
穂
木
を
無
償
で
配
布
。

国
光
、
紅
玉
な
ど
の
品
種
は
老
木
の
抜

こ
う
）
と
紅
玉
で
あ
り
、
青
森
県
だ
け

を
見
て
も
75
％
も
の
高
率
を
示
し
て
い

た
。
し
か
し
そ
の
比
率
が
長
期
に
渡
っ

て
非
常
に
高
く
、
ま
た
戦
後
の
果
樹
産

業
の
振
興
で
多
様
な
良
品
質
果
実
が
流

通
し
は
じ
め
た
こ
と
も
あ
り
衰
退
の
一

途
を
た
ど
る
。
国
光
は
本
質
的
に
品
質

が
劣
り
、
紅
玉
は
そ
の
特
徴
の
酸
味
が

甘
味
志
向
の
消
費
者
に
合
わ
な
く
な
っ

た
こ
と
に
加
え
、
着
色
し
て
い
れ
ば
早

期
出
荷
が
有
利
販
売
に
な
る
と
し
て
、

酸
味
の
よ
り
強
い
未
熟
果
が
流
通
し
て

し
ま
い
需
要
が
急
速
に
減
退
し
た
。

こ
れ
が
昭
和
40
年
代
初
頭
の
り
ん
ご

の
大
不
況
で
あ
り
、
出
荷
経
費
さ
え
補

填
で
き
ず
、
収
穫
果
１
０
０
万
箱
が
山

や
川
に
棄
て
ら
れ
る
「
山
川
市
場
」
と

呼
ば
れ
る
状
況
す
ら
現
出
し
た
。
そ
の

後
、
基
幹
品
種
を
巻
き
込
ん
だ
全
国
規

模
の
品
種
更
新
が
行
わ
れ
た
。

根
を
進
め
る
こ
と
と
平
行
し
て
、
健
全

な
樹
に
つ
い
て
は
台
木
と
し
、
配
布
さ

れ
た
新
品
種
を
接
ぎ
木
す
る
こ
と
も
進

め
ら
れ
た
。

爆
薬
に
よ
る
抜
根
、

植
穴
掘
り

抜
根
及
び
植
穴
掘
り
に
爆
薬
を
利
用

す
る
こ
と
は
、
粗
皮
病
治
療
と
り
ん
ご

樹
を
育
成
し
や
す
い
状
態
に
す
る
効
果

Ｊ
Ａ
相
馬
村
抜
根
事
業
の
歴
史

組
合
員
に
よ
る
組
合
員
の
た
め
の
抜
根
事
業

そ
こ
に
は
先
人
た
ち
の
労
苦
と
思
い
が
つ
ま
っ
て
い
た
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私共はこのりんごを神様のようにして大切にして行かねばならない。

それが村の水田転作にりんこ栽培を定着させた原動力となった。 そんな気運が村の

若者たちのあいだに盛り上がっているとき、 りんごを基幹作目として農業経営をや

っている他県の農家はどうか。 それを見聞してきて優捨劣捨、 相馬村の農業発展に

役立てたい。 その意味での駐在員の研究である。
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更
新
を
推
し
進
め
た
の
で
あ
る
。

「
品
種
に
勝
る技

術
な
し
」

現
代
に
立
ち
返
る
と
、
温
暖
化
に
よ

る
果
面
ヤ
ケ
や
着
色
遅
れ
、
高
齢
化
や

補
助
労
働
力
減
少
に
よ
る
着
色
管
理
に

係
る
労
力
確
保
の
難
し
さ
、
春
の
天
候

不
順
に
よ
る
着
果
不
足
や
摘
果
遅
れ
に

よ
る
隔
年
結
果
で
収
量
の
増
減
が
大
き

い
こ
と
な
ど
、
課
題
は
山
積
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、

当
Ｊ
Ａ
は
現
在
、
早
生
種
・
中
生
種
の

赤
色
品
種
に
お
け
る
着
色
管
理
の
軽
労

化
と
着
色
基
準
の
見
直
し
を
図
る
ほ
か
、

当
Ｊ
Ａ
が
指
定
す
る
着
色
優
良
系
統
へ

の
更
新
に
対
し
て
、
助
成
を
し
て
い
る
。

制
度
を
開
始
し
た
令
和
２
年
秋
か
ら
令

和
４
年
春
ま
で
の
苗
木
助
成
本
数
は
合

計
で
４
，５
３
１
本
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
々
変
化
す
る
気
象
・

流
通
・
消
費
者
嗜
好
に
対
応
す
る
た
め

品
種
更
新
が
行
わ
れ
、
そ
こ
に
は
抜
根

事
業
が
常
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
次

頁
か
ら
は
、
現
在
の
抜
根
事
業
に
携
わ

る
組
合
員
を
紹
介
し
た
い
。

が
大
き
く
、
実
演
会
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
１
千
発
余
り
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。

当
時
は
助
成
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
取

締
り
が
厳
し
く
な
り
、
補
助
事
業
は
打

ち
切
り
へ
。
し
か
し
効
果
が
高
い
こ
と

か
ら
53
年
頃
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。

平
成
の
品
種
更
新

平
成
15
年
か
ら
３
年
間
、
当
Ｊ
Ａ
で

は
緊
急
事
業
推
進
強
化
策
が
断
行
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
４
つ
の
あ
る
柱
の
第
一

番
目
に
、
飛
馬
印
り
ん
ご
の
銘
柄
再
構

築
を
掲
げ
て
、
売
れ
る
品
種
と
系
統
更

新
を
推
進
し
た
と
こ
ろ
、
苗
木
の
申
込

み
は
約
二
万
本
あ
っ
た
。

背
景
に
は
り
ん
ご
価
格
の
低
迷
が
あ

る
。
特
に
平
成
13
年
産
り
ん
ご
は
、
４

月
の
低
温
と
降
霜
に
よ
る
結
実
不
良
や

変
形
が
発
生
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
ほ
か
、
長
引
く
経
済
不
況
が
影
響
し

１
〜
３
月
に
は
㎏
１
０
０
円
台
に
落
ち

込
む
ほ
ど
の
超
安
値
で
あ
っ
た
。
た
だ

収
穫
量
前
年
比
１
１
６
．４
％
と
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
生
産
者
の
手
取
額
は
そ
こ

ま
で
悪
い
訳
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

生
産
費
を
補
え
る
価
格
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
将
来
を
見
据
え
て
前
述
の
品
種

特集１−JA相馬村 抜根事業の歴史
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それが村の水田転作にりんこ栽培を定着させた原動力となった。 そんな気運が村の

若者たちのあいだに盛り上がっているとき、 りんごを基幹作目として農業経営をや

っている他県の農家はどうか。 それを見聞してきて優捨劣捨、 相馬村の農業発展に

役立てたい。 その意味での駐在員の研究である。
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りんごの土壌改良に活躍した
石灰注入機

爆薬による植穴掘り

ユンボによる天地返し作業

S 45年 苗木養成

S 40年前半山田美智雄氏苗木づ〈り演習会

S 45年頃 県外視察
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昭和45年度収支決算

一金 1,333, 747円 歳入決算額

一金 1,082,816円 歳出決算額

差引 250,931円次年度へ繰越

収 入

科 目 決 算 額 予 算 額 増 減△ 摘 要

繰 越 金 195,536 195, 536 ゜
助 成 金 1. 133, 000 1. 133,333 △ 333 村より

貯 金 利 ＂自ふ 5,211 ゜ 5,211 
,6. 計 1,333, 747 1,328,869 4,878 ロ

支 出

科 目 決 算 額 予 算 額 増 減△ 摘 要
ム云 議 費 81,345 155,000 △ 73,655

品種更新展示園設置費 40,050 50,000 △ 9,950 継続事業

新 品 種展 示会費 117,240 100,000 17,240 

矯性台木繁殖園設置費 100,000 100,000 ゜ MM 106 MM 115他

新品種穂木導入費 47,270 50,000 △ 2,730

りんご愛好会設置 費 300,000 300,000 ゜ 助成金

爆薬による植穴抜根費 29, 120 150,000 △ 120,880 補助金23,200

省力栽培技術体系 300,000 300, ODO ゜確立展示 園 設備費

資 料 整 備 費 2,000 20,000 △ 18,000

調 査 費 33,100 30,000 3, 100 

通 信 費 6,691 5,000 1,691 

印 刷 費 12,000 30,000 △ 18,000

予 備 費 9,000 4,869 4, 131 出資金3口

事 務 費 5, ODO 5,000 ゜
研 修 費 ゜ 33,000 △ 33,000

合 計 1,082,816 1,332,869 △ 250, 053
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